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株式会社三菱地所設計、新菱冷熱工業株式会社、学校法人芝浦工業大学、協立エアテック株式会社

は、自律式風速一定器具「Air-Soarer」（商標登録出願中）を共同開発しました。 
“Air-Soarer””は、空調機の吹き出し風量の増減に応じて自律的に開閉具合を調整することで、一定の

吹き出し風速の維持を可能としました。 
“Air-Soarer””を利用した変風量コアンダ空調システム（特許第 6453951 号取得済み）は、階高を抑え

て建設コストの低減を図るだけでなく、省エネルギー及び快適性を実現します。 
記 

【開発の背景】 
“Air-Soarer””は、東京都千代田区で建設中の中規模事務所ビルにおける ZEB（ネット・ゼロ・エネル

ギー・ビル）実現のため、企画構想段階から設計・施工・学術・メーカーの 4 者が産学連携して汎用
性のある新技術として開発しました。 

竣工前のシミュレーションや実物大実験結果のフィードバックにより機能向上を図るとともに、竣
工後の実測を基に運用是正を行いながら、さらなる省エネルギーを目指します。 

 
【Air-Soarer の特長】 

①ダクトレス：空調ダクト分の階高を抑え、壁面の吹き出し口より室全体を空調します。  
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②コアンダ効果の活用※1：吹出空気を天井面に這わせることで、気流の落下を抑制し、 
室奥まで空調空気を到達させることができます。 

 
※1 コアンダ効果とは気体や液体の噴流の軌道が、近くの壁面に吸い寄せられる現象です。 

 
 
 
 

③風速一定吹出口：コアンダ効果の有効活用には、到達距離を確保するため定風量が一般的ですが、
“Air-Soarer””では、風量を減らしても吹出風速を一定に維持する器具を用いるため、
省エネルギー化が見込める変風量制御※2 が併用できます。 

 ※2 熱負荷に応じて風量を小さくするとファン動力が大幅に削減されます。 
 
【Air-Soarer の適用について】 

“Air-Soarer””は、事務室での採用を想定して検証実験を繰り返して開発しましたが、大規模空間への
適用も効果的と考えられます。今後、意匠性の向上を図りつつ、様々な用途・空間で一層設計のバリ
エーションが広がることが期待されます。 

 
【Air-Soarer 開発における各社の役割】 

■三菱地所設計：設計者 
・システムの考案 
・製作、検証全体のオーガナイザー 

 

■新菱冷熱工業：施工者 
・CFD（気流解析）による効果予測 

・新菱冷熱中央研究所にて効果検証 

・実物件へ導入後のコミッショニング 

 

■芝浦工業大学：建築環境設備研究室 
・被験者実験による熱的快適性の検証 
・知的生産性、省エネルギーの評価 

 

■協立エアテック：空調設備機器メーカー 
・器具の開発、改良 

・実機製作、挙動の調整 
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